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Abstract 

Populations of the black-spotted pond frog, Rana nigromaculata, were found at two areas of 

Kita Hiroshima adjacent to Sapporo, Hokkaido in 1993. They were thought to be introduced to 

Kita Hiroshima several years before the finding. In 1993, distribution of the pond frog was 

confined to paddies in hills. Thereafter the pond frog colonized to several sites of paddies in plain. 

Patterns in post-tympanic dark stripes and vertebral band of the frogs were variable among sites. 

This suggested that the founders had colonized in small numbers to a site. The tree frog, Hyla 

japonica, was found to be declining at the paddies inhabited by the pond frog. 
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1 ．はじめに 

北海道にはこれまで 7種の両生類の生息が知られて

いた．それらの分布は，エゾサンショウウオとェゾア

カガエルが北海道に固有，ニホンアマガエルは北海道

の周辺全域，キタサンショウウオはサハリン，国後， 

大陸北部等，ツチガエルは本州から九州，朝鮮半島周

辺とさまざまである1) 2) 3) 4)．アズマヒキガエルとウシ

ガエルは人為分布と考えられる5) 6) 7)．これらの両生類

の内，平地の水田を生息環境として普通に利用してい

るのはニホンアマガエルだけであり，他は水田とそれ

に付随する水系を繁殖などに利用することはあっても， 

水田を基本的なハビタットとしているわけではない．  

このような北海道の両生類相に，近年トノサマガエル 

(Rd,m nigromaculata）が移入種として加わった8). 

トノサマガェルは，日本では本州，四国，九州に，大

陸では朝鮮半島，中国，ロシア極東南部に分布する1) 3) 9). 

日本における生息分布域は主に水田とその周辺の水系， 

草地であり，北海道の水田を中心とした両生類の生息

分布に大きな変化を与える可能性がある．そのような

帰化種の定着初期段階での分布拡大状況を記録するこ

との意義は大きいと考える．本研究は，石狩支庁北広

島市に移入定着したトノサマガエルの分布とその変遷

を分析するとともにその問題点を考察した． 
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2．調査方法および調査の概要 

トノサマガエルが北広島市（当時の広島町）に生息

するとの情報を得て，1993年7月に現地調査を行った． 

当初の情報は上野幌駅近隣の分布についてであったが， 

その確認調査中の農家聞き取りで，広島町のトノサマ

ガエルに関する新聞記事（読売新聞1993年 6月17日付， 

道内面）の情報を得て，中の沢地区の分布を知り，引

き続き調査地域を広げて分布確認を行った．1993年の

分布調査によって．両地域の分布が野津幌川周辺と輪

厚川周辺の一部の水田に限定的であることが推定され

たことから，1994年から1996年は両地域における分布

の広がりを調査することを継続した．1996年に拡散の

あらたな兆候が観察されたので，1997年には再び既知

の分布地と周辺地域の分布調査を行い，分布拡散の状

況を検討した．また，1997年には分布地のいくつかか

ら標本を採集し，形態形質を分析した．調査形質は， 

背中線の色彩および側頭部の模様である．背中線の色

彩については，採集個体以外にも数地点で現地で目撃

された個体の記録をとった．側頭部の模様のうち，鼓

膜の後背方で分岐する黒条の上側のものと下側のもの

のそれぞれについて，途切れるか，連続するか，途切

れかかるかの 3段階に分けて記録した（図 1)．調査の

過程でトノサマガエルの生息地のいくつかにおいてニ

ホンアマガエルが少ない傾向がみられたため，両種の

相対的な生息密度比較を行った．生息密度調査は，水

田の畦等をゆっくりと歩き，見られたトノサマガエル

とニホンアマガエルの個体数を数え， 1分当たりの相

対目撃数として記録した．カウントの際にはおおまか

な体サイズを記録した．それ以外に，幼生が見られた

時にはその状況を記録した．水田等の環境は畦の草刈

りの状況，水路の形態，水管理等を記述的に記録した． 

そのほかに聞き取りやアンケートによって情報を得た‘  

3．結 果 

分布調査を行った地点を図 2 に示し，各地点におけ

るカエル類の確認結果を表1に示す（以後文中の地点

番号は図 2 および表1の地点番号をさす）.1993年の分

布調査によってトノサマガエルの生息が確認できたの

は，上野幌駅近隣の水田と中の沢周辺の水田である． 

上野幌駅近隣の確認地域（地点2,3）の水田は，野津

幌川周辺に位置し，周囲を市街化地域，造成地と畑を

主とする丘陵に囲まれている．中の沢地域は谷の地形

に輪厚川周辺に連続的に水田が存在し，さらにその谷

の開口部の先には平野に多くの水田がある．1993年時

点の主な生息地は谷の奥部から中間の水田（地点5,6, 

7,8, 9）であり，谷開口部付近の水田には侵入して

いないか低密度であった．アンケート調査では中の沢， 

上野幌の他，中の沢の北に位置するレクの森でもトノ

サマガエル生息の回答があった．アンケート調査で， 

神経筋の実験で残った静岡県産のトノサマガエルを1990 

年に 8個体ほど音江別川に近い水田（地点34）に放逐

したとの回答があった． 

1994年には，中の沢地区の分布状況と音江別川周辺

の調査を行った．音江別川周辺地域では丘陵からの浸

出水のたまりでエゾアカガエル，水田でニホンアマガ

エルを確認できたが， トノサマガエルは前記放逐した

とされる地点（地点34）を含めて生息を確認できなか

った．中の沢地区では，前年にトノサマガエルの確認

が少なかった地点12で生息数の増加がみられた． 

1995年には，中の沢の地点12においてトノサマガエ

ルの成体と当年生まれの幼体が確認できた．しかし， 

地点13においてはニホンアマガエルしか確認できなか

った． 

1996年には，中の沢の地点13においても多数のトノ

サマガエルが生息することが確認でき，谷が開口する

市街地の手前までのすべての水田に分布を広げたと考 

ぐ「ミ＼、 V0 、 
図1 トノサマガエルの側頭部黒条のうち，鼓膜後背方で分岐した部分の区分例.1上側は連続，下側は分断； 2上側狭窄， 

下側は連続；3上側は分断，下側は狭窄】4上側は連続，下側は分断． 
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図 2 調査地域位置および調査地点．番号は表1に示す地点番号の位置，右下図中の四角枠は調査地域の位置】A札幌駅， 
B江別駅，C岩見沢駅，D北広島駅，E恵庭駅，F石狩川，G豊平川，H厚別川，I野津幌川，J 輪厚川，K音江別川， 
L島松川，M漁川，N千歳川，0旧タ張川，Pタ張川，Q石狩湾．地図は国土地理院 5万分の1地形図のうち，札幌， 
江別，石山，恵庭の昭和62年修正図面を一部改変して使用した． 

えられた．さらに同地域を流れる輪厚川の住宅地に面

する河畔（地点15）にも進出していることが確認され

た， 

1997年には，北広島市の市街地の東に広がる平野の

水田地域の中で，東の里地区の地点28と北の里地区の

地点17, 18, 19においてトノサマガエルの生息が確認

できた．地点17においては高密度の生息が見られたが， 

その他の地点ではまだ比較的少ない状態であった．こ

れらの確認地点のすべてで比較的幅の広い用水路が通  

過していた．地点28では少数の個体が用水路に近い畦

の草むらの一部に見られる程度で定着の初期段階と考

えられた（図 3)．音江別川流域の地点34は，1994年に

はトノサマガエルが生息していなかったが，ひとつの

水田で比較的高密度で生息していることが確認された． 

この地域では上流の流域からレクリエーション施設の

造成で水田の消失が進んでおり， トノサマガエルを確

認した水田周辺も他の田はすべて廃田となり草地化し

ていた．同様の水田消失は輪厚川上流でも生じており， 
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表 1 トノサマガエル生息分布等調査結果（地点番号は図 1 
の番号と同じ，トノはトノサマガエル，アマはニホンア
マガエル，アカはェゾアカガエル，カエルはカエル類全

種，記入のない欄は調査を行っていない地点 

アマ多数，アカ少数 

トノ多数，アマ多数 
	

トノ多数，アマ 1 
トノ少数 	 トノ多数 

トノ多数，アマ少数 

トノ多数，アマ1，アカ】 

トノ生息 

トノ多数，アマ多数

トノ多数，アマ鳴き

トノ多数，アマ多数

トノなし，アマ多数

トノ少数 

トノなし 

トノ少数,アマ多数 

カエルなし（河岸） 

トノ多数，アマ 1 
トノ少数，アマ少数

トノ多数，アマ少数

トノなし，アマ多数

トノなし，アマ多数

トノなし，アマ多数

トノなし，アマ多数

トノなし，アマ多数

トノなし，アマ少数

トノなし，アマ多数

トノなし，アマ少数

トノ少数，アマ多数

トノなし，アマ多数

トノなし，アマ多数

トノなし，アマ多数

トノなし，アマ少数

カエルなし（水田消失｝ 

トノ多数，アマ少数 
（周囲の水田消失） 

35 

図 3 地点28の状況（1997年 8月23日）．水路左の防風林の
下の水田畦に少数のトノサマガェルがみられた． 

地点 5,6, 7は畑または草地となり， トノサマガエル

の生息も見られなくなった．東の里，北の里でも宅地

造成地と水田が混在している状況である.野津幌川周

辺の地域では札幌市と接する一部の水田がすでに埋め

立てられ草地化していたが，調査期間中に水田の大き

な変化は見られなかった．ここでは札幌市側の造成放

置草地のー部にトノサマガエルの生息が広がっていた． 

1997年には，千歳川および島松川の東側まで調査を広

げたが， トノサマガエルの生息確認はなく，両河川を

越える地域には分布が拡大していないと推定された. 

また，北広島市の東の里地区，北の里地区においても， 

まだトノサマガエルの生息していない水田は多い． 

1997年の現地調査は 8月18日から 9月 3日にかけて

の S日間に行ったが，その時期は当年生まれのトノサ

マガエルとニホンアマガエルのほとんどがすでに変態

上陸して幼体となっている状況であった．採集したト

ノサマガェル幼体の平均頭胴長は26nunで，最大37皿］で

あった．1997年にトノサマガェルとニホンアマガェル

の相対目撃率を算出した結果を表 2 に示す． トノサマ

ガエルが高密度で生息する地点ではニホンアマガエル

が見られないか低密度で，ニホンアマガエルが高密度

で生息する地点はトノサマガェルがまだ進入していな 

表 2 トノサマガエルとニホンアマガェルの相対目撃率 

トノサマガエル ニホンアマガエル ニホンアマガエル
相対目撃率 相対目撃率 の目撃割合（%) 

（個体数／分） （個体数／分） 
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い所である．全体として両者の相対目撃率には明らか

な負の相関がみられる（Kendall順位相関係 数0.68, 

P<0.01)．トノサマガエルが分布していない地点でニ

ホンアマガエルの目撃数が少ない場合は，水田の畦が

裸地に近い場合である‘ 

野津幌川周辺と輪厚川周辺の調査地における採集個

体および目撃個体の色彩変異（背中線が緑色か茶色か） 

の割合を表 3に示す．野津幌川周辺では 2 タイプの割

合が措抗していたのに対して，輪厚川周辺では茶色タ

イプが圧倒的に多く，両地域の変異割合は明らかに異

なっていた（t-test, P<0.001)．側頭部黒条の形状は

すべての地点で， トノサマガェルの一般的特徴である 

表 3 トノサマガエルの背中線の色彩変異割合 

地点番号 曹離 ) (1I識勢 備 考 

122 	6 
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合
 

計
 

野津幌川周辺 
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6 16 
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1
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分断 	 連続 	 狭窄 	 分断 
（個体数） 

地点番号 連続 狭窄 
（個体数） 
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1
1
 
0
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上 条 下 条 
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太い縞であった10)．しかしながら，鼓膜後背方で分岐す

る条線のうち，上側のものは，野津幌川周辺（地点2, 

4）では連続する場合が多いのに対して，輪厚川周辺 

（地点10,n,17, 19）では連続，狭窄，分断の 3段

階の出現率の偏りが少なく（表 4)，両地域で差があっ

た（t-test, P<.01)．下側の条線については 3段階の

出現率に両地域間の有意差はなかった（表 4 , t-test, 

n.s.)．また，さらに条線の形状を詳細に見たところ， 

地点17のほとんどの個体（86%）が条線の外辺がぼや

けていたのに対して，地点19ではすべての個体で黒条

の外辺の境界がはっきりしていたといった近距離間で

差がみられた例があった． 

4．考 察 

北広島市に帰化・定着したトノサマガエルの分布域

は野津幌川周辺地域と輪厚川周辺地域の 2地域に分か

れていると考えられる．この双方ともに1993年時点で

かなりの高密度で生息するようになっており，すでに

定着から年月を経ていたと考えられる．輪厚川周辺に

ついては，その数年前には見られたとの情報があり（読

売新聞1993年6月17日），野津幌川周辺についても1989 

年にトノサマガエルと思われるカエルを目撃したとの

情報が得られた．また，輪厚川周辺の中の沢地区の北

側に位置するレクの森で1993年以前に目撃したとの情

報も得られた．したがって，帰化の開始時期を特定す

ることはできない．両地域の帰化個体群の形態変異に

見られる違いは，両地域における定着の経緯について

いくつかの可能性を提起する．ひとつは両地域の帰化 

表 4 トノサマガエルの側頭部黒色条線の変異（上条は分岐後背方上側の条線の連続性，下条は分岐後背方下側の条線の連

続性i図1参照）. 



竹中 践 

はまったく別の放逐を起源とする可能性であり，もう

ひとつはどちらかが最初に帰化し，その後分布拡大し

てもう一方の定着へと進んだ可能性である．両地域の

間には台地状の畑作地があるが，野津幌川源流域の森

林，中間に存在する穴の川の上流域，野幌原始林と連

なる部分を通過すれば，移動がまったく困難とは言え

ない．移動によって第2 の帰化個体群が形成された場

合は，色彩変異の偏りの違いの大きさから，創始個体

群は少数の個体から成っていたと推定できる．中の沢

地区から分布拡大する場合は平野に向かっても広がる

ことができる地形であるので，平野への進出が後にな

ったことを考えあわせると2次的帰化の場合は野津幌

川周辺から中の沢へと進んだと考えられる．野津幌川

周辺の水田は周囲を丘陵の畑地帯，宅地・市街地に囲

まれて孤立した状況になっいて, トノサマガエルの移

動の可能性は川を流下して札幌市内を通過するか野幌

原始林を経て輪厚川周辺に出るしかないであろう.輪

厚川沿いに平野で定着した個体群の形態的特徴にも， 

茶色が多い上に側頭部模様も特定のパターンに偏ると

いった現象がみられ，創始段階の定着が少数の個体か

ら生じたことを推定させる． 

現在，輪厚川周辺地域では，中の沢地区から平野の

東の里，北の里地区に分布を拡大しつつある．この進

出ルートとしては川および用水路が考えられる．実際， 

河畔の草地にトノサマガエルが見られ，中の沢地区と

東の里，北の里地区の間には北広島市の市街地があり， 

両地域をつなぐのは川と水路しかない．地点28では周

囲の水田にまだトノサマガエルが見られないので，飛

び火的な分布拡大が用水路を通じて生じた例と考えら

れる．地点34の音江別川の水田も他の分布地とは接し

ておらず，音江別川と北の里方面を連絡する用水路を

通じて進入したと考えられる．分布拡大の障壁の例も

本調査でみられた．地点19と地点20は高い堤状の幹線

道路によって隔てられているが，通行用のトンネルが

両地点間に存在するにもかかわらず，現在のところト

ノサマガエルは地点20に進入していない（図4)．千歳

川のような河川あるいは堤防も障壁となっているよう

である．現在は千歳川と島松川を東へ越えてはいない

ようであるが，一方で河川は分布拡大の通路ともなり

えると考えられるので，今後飛び火的な分布地が流域

に出現する可能性はある． 

トノサマガエルの生息分布地では在来のニホンアマ

ガエルに大きな影響がでていると考えられる．その原 

図 4 地点19の状況（1997年8月29日）．トンネルの上に幹
線道路が通る．トンネルの先にも水田があるがトノサマ
ガエルは生息しない．手前の水路周辺にトノサマガェル
が多数生息する． 

因としてはニッチェの競争以外にも直接の捕食があげ

られる． トノサマガエルは昆虫などの他に，同種を含

めて小型のカエルも捕食する1)11)．両種の共存のパター 

ンが形成されないまま， トノサマガエルがさらに広大

な水田地帯に進出すればニホンアマガエルに大きな影

響を与えるだけでなく，水田生態系への影響も無視で

きなくなるかも知れない． 

その一方で北広島市およびその周辺では水田の消失

が進んでいる．当初，生息が確認された輪厚・広島線

周辺の地点5, 8の水田は1997年時点ですべて休耕草

地化または畑作地化されて， トノサマガエルの生息も

なくなった．音江別川周辺の水田はリクレーション施

設造成が進んだ地域を中心にその下流域においても 1 

カ所を除いてすべてが休耕草地化した．東の里におい

ても宅地等の造成や休耕が進み水田の点在化が進んで

いる．いわば， トノサマガエルの分布拡大と水田の消

失が同時進行しつつあるような状況である，しかしな

がら，安定して継続している水田も多いので， トノサ

マガエルの生息地がすべて消失して，絶滅するような

可能性は少ないといえる． 

帰化の起源を解明することはできなかった．アンケ 

ートで，神経・筋の実験観察に用いた材料の残りのト

ノサマガエルを放逐したという例が得られたが，この

事例は年代が新しすぎること（1990年）と，実際に放

逐地点（地点34）に定着していなかったことから，帰

化している個体群の起源とは考えられない．しかしな

がら，過去において高校生物の教科書の多くでカェル

の後肢を用いた神経・筋の実験例が示され，材料とし 
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てトノサマガエルやダルマガエルをあげているものが

あり，そのことが今回の帰化と関連している可能性は

否定できない．道央圏では主に静岡県産のトノサマガ

エルが実験材料として入手されるようであるので，帰

化したトノサマガエルがそのような起源であるかどう

かは遺伝的解析によって明らかになる可能性もある． 

現在の教科書ではカエル後肢を用いた実験例をあげる

頻度は減っており，材料の種を特定することはなくな

っているようである．野津幌川周辺の水田地域は札幌

市からのサイクリングルートの延長線上にあり，昆虫

採集などで子供が多く訪れる場所となっている．した

がって，そのような訪問者による放逐の可能性も考え

られる．一方で， トノサマガエルを採集して持ち出す

ことによって，北広島の現在の分布地から他の場所に

人為的な 2 次的分布拡大を生じる可能性も考えられる． 

トノサマガエルは寒冷適応している種でありながら， 

日本列島への侵入時期の史的理由から北海道に自然分

布できなかったと考えられている12)．いずれにしても近

い将来，帰化したトノサマガエルが北海道の水田地域

に広く分布するようになるであろう．その時にニホン

アマガエルがどのような状況におかれているであろう

とか，北海道の水田生態系の多様性はどのように変化

していくであろうとか，様々な自然界における「実験」 

が繰り広げられるであろうことはまちがいない． 
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